
質問回答 

2019 年 10 月 7 日 

（案件名）コンゴ共和国 ポワント・ノワール県零細漁業支援センター管理能力強化アドバイザー業務 

 （公告日：2019 年 9 月 25 日／公告番号：19a00529）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。 

 

通

番

号 

当該頁項目 質問 回答 

1 要請書 8.実施プログラム 

企画競争説明書 p16 【第 4 業務実施上

の条件】 

1. 業務工程  

要請書には 2021 年 8 月までが業務期間となって

いる一方、競争説明書では 2022 年 1 月までが業

務期間となっています。 

2022 年 1 月までが業務期間です。 

2 企画競争説明書 

P4 【8. (1)評価対象業務従事者につい

て、(2)評価対象とする業務従事者の予定

人月数】 

p16【第 4 業務実施上の条件】 

2. 業務量の目途と業務従事者の構成 

P4 評価対象とする業務従事者の予定人月：

14.00MM 

P 16 業務量の目途は 14.5MM（国内 0.5、現地

14.0）とする 

全体の業務量が評価対象者の MM のみになって

おり、評価対象外従事者（水産物バリューチェーン

など）の MM がありません。 

評価対象外従事者の MM は特に設定して

いません。組織業務運営と施設維持管理

と水産物バリューチェーンの人員の組み合

わせを提案してください。 

3 企画競争説明書 

P8 プロポーザル作成に係る留意事項 

(3) 業務従事者の経験・能力  

進捗報告書やワークプランなどは仏語での作成が

必要のようですが、業務従事者の評価対象語学

は英語になっています。仏語は評価対象にならな

いのでしょうか。 

評価対象言語が英語の場合、英仏通訳の配置、

見積は必要でしょうか。 

仏語は評価対象になりません。 

英仏通訳の配置の見積は必要です。 



4 企画競争説明書 

P 13  5.実施方針・留意事項 

④ 施設機材のメンテナンス及び修理・交

換 

施設機材に修理・交換の必要が生じる可能性があ

ると記載されていますが、現時点で想定される施

設機材の修理費用や資機材費は別見積の「業務

用資機材」として計上すべきでしょうか。 

別見積りにて「機材費」として計上してくださ

い。 

5 要請書（和文） 3 頁目 その他の活動 センター職員の「漁業セクターにおける訪日研修を

含む支援を実施する」とありますが、貴機構が実

施される集団研修のことでしょうか。研修の実施支

援費用は本提案書の見積に計上する必要がある

のでしょうか。 

JICA が実施する集団研修のことです。見積に

計上する必要はありません。 

6 企画競争説明書 

P14  6.業務の内容 

（２）現地派遣期間 

5) 状況に合わせて活動計画を適宜更新

する 

活動計画書の作成が必要なのでしょうか。ワーク

プランのことでしょうか。 

活動計画書の作成が必要な場合、「センター管理

能力強化に向けた研修計画書」や「水産物流通拠

点としての能力強化に向けた実施計画」との違い

をご教示ください。 

活動計画はワークプランのことです。 

 

以 上 


